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注意カ⦎ἲが注意機能及ࡧメタ認知的信念・ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ感᝟ 

に୚える影響 
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要 約�
注意カ⦎ἲ�$77�は，注意のࣥࢥト࣮ࣟル力を㧗めることで精神疾患の⥔持要因となる自己注目状態の

పῶを目ᣦす心⌮ᢏἲである。$77は大うつ⑓性障ᐖなどに治療ຠ果があることが᫂らかになっているが，

どのような注意機能に影響を及ぼすのか不᫂░である。$77の⦎⩦が不適応なメタ認知的信念及ࢸ࢞ࢿࡧ

$17�を用いて�ト࣮࣡クㄢ題ࢵࢿるか，またどの注意機能に影響を及ぼすのかを注意ࡏ感᝟をపῶさࣈ࢕

検討することを本研究の目的とした。健常な大学生に $77を �㐌間ẖ日 �ᅇࡎつ実᪋してもらったとこ

ト࣮࣡クに変動はなかったが，$17ࢵࢿ抑うつ感と不適応なメタ認知的信念のపῶが見られた。注意，ࢁ
の඲体的な反応時間が㏿くなる傾向性が示されていたことより，$77が持続的な注意のႏ㉳ຠ果を向上さ

たことが考えられた。ただし実験༠力者のᑡなさやࡏ $77 の▷ᮇຠ果により上グの結果がฟたྍ能性が

あるので，実験デࣥ࢖ࢨをᨵⰋしてさらに精密に検討することがᮃまれる。 

キーワード㸸$77，$17，自己注目�
 

 

問題と目的 

�
 うつ⑓や不Ᏻ障ᐖの中᰾的症状である心配や

反ⱄ，⬣ጾモࢽタࣜࣥࢢは，思考や㌟体感ぬな

どの自己㛵連่⃭に注意がᅛ╔する自己注目に

より⥔持すると考えられている� �,QJUDP������。
自己注目は，自己の認知過程に㛵する信念であ

るメタ認知的信念から生じる� �:HOOV�� �����⇃
野・௒஭・ቃ┘ヂ� �����。注意カ⦎ἲ� �$WWHQWLRQ�
7UDLQLQJ�7HFKQLTXH��$77��は，自己㛵連่⃭で

はないእ的่⃭の処⌮を行うことでᅛ╔した自

己注目処⌮を中᩿し，注意機能を㧗め，メタ認

知のᰂ㌾性を向上さࡏるために㛤発された心⌮

ᢏἲである。ල体的には，$77は」数の➇ྜす

る㡢่⃭に対して注意を᧯作する注意のカ⦎ἲ

であり，㑅ᢥ的注意，注意の㌿᥮，注意のศ๭�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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�
の � つのࣥࢿ࣮࣏ࣥࢥトからᵓ成される。㑅ᢥ

的注意では，➇ྜする」数の㡢の中から特定の

一つの㡢に対して注意を向け続けるカ⦎を行い，

注意の㌿᥮では」数の㡢や✵間的ሙᡤの間に注

意を⣲早く切り᭰えるカ⦎を行う。注意のศ๭

では，」数の㡢や✵間的ሙᡤに対して同時に注

意を向け続けるカ⦎を行う。このカ⦎を㏻して，

注意をᰂ㌾にࣥࢥト࣮ࣟルすることができる能

力を㌟に╔けることにより，思考や感᝟の┦対

的な影響力をῶࡎることができる。多くの༢一

事例実験デࣥ࢖ࢨより，$77は抑うつ，ࢵࢽࣃ

ク障ᐖ，心気症，ᗁ⫈，⤫ྜ失調症の治療にຠ

果的だったことが実ドされている � �:HOOV��
:KLWH��	�&DUWHU��������3DSDJHRUJLRX�	�:HOOV��
������3DSDJHRUJLRX�	�:HOOV��������9DOPDJJLD��
%RXPDQ��	�6FKXXUPDQ�������。�
 とこࢁで，注意機能には，๓㢌๓野⫼እഃ㒊

�'/3)&��を中心とした⬻㒊఩の活動が大きく

㛵୚している。一᪉，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな感᝟の生㉳
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にはᡥ᱈体の過活動が㛵連しているが，

'/3)&がこれを制御する機能をもつ� �6LHJOH��
6WHLQKDXHU��7KDVH��6WUHQJHU��	�&DUWHU�������。
ここから，'/3)&などに基┙をもつ注意制御

機能を強めることで感᝟制御を強めることが

ฟ᮶るという発᝿のもと，注意のカ⦎を㏻して

心⌮行動㠃のᨵၿを目ᣦす神経行動療ἲが㏆

ᖺ注目されている� �6LHJOH��*KLQDVVL��	�7KDVH��
�����。6LHJOH�HW�DO���������はうつ⑓患者に対

して஧㏻りの介入を行いそのຠ果をẚ㍑した。

一つは㏻常治療であり，もう一つは㏻常治療に

認知᧯作カ⦎� �&RJQLWLYH� &RQWURO� 7UDLQLQJ��
&&7��ここでは，$77 と࣮࣡࢟ࣥࢢメモ࣮ࣜ�
�:RUNLQJ�0HPRU\��:0��ㄢ題である定㏿⫈ぬ

連続௜ຍ検ᰝ�3DFHG�$XGLWRU\�6HULDO�$GGLWLRQ�
7DVN�� 3$6$7��を⤌ྜࡳわࡏたもの�を㏣ຍし

たものである。その結果，&&7 を行った群の

うが㏻常治療群とẚべて᭷意に大きいうつ࡯

症状のపῶが見られ，さらに &&7群 �ྡに対

して機能的᰾☢気ඹ㬆⏬像 � �IXQFWLRQDO�
PDJQHWLF� UHVRQDQFH� LPDJLQJ�� I05,��検ᰝを

行ったとこࢁ，㈇Ⲵが㧗い :0 ㄢ題時におけ

るᕥ '/3)&の活動の向上，୪ࡧにࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

่⃭に対するᡥ㢌体の活動のపୗが見られた。

このことから$77をྵめた&&7のຠ果に注意

機能及ࡧ᝟動制御に㛵わる神経基┙の変໬が

㛵୚することが示唆されたが，$77 ༢⊂のຠ

果は᫂らかになっていない。�
 ここで，注意機能の認知神経科学的なศ㢮と

して 3RVQHU� 	� 3HWHUVHQ� �������がᥦၐした �
つの注意ࢵࢿト࣮࣡ク� �ႏ㉳� �$OHUWLQJ�� ࢵࢿ

ト࣮࣡ク，定఩� �2ULHQWLQJ�ࢵࢿ�ト࣮࣡ク，実

行� �([HFXWLYH�ࢵࢿ�ト࣮࣡ク��がᣲࡆられる。

このうち，ႏ㉳ຠ果は予 される่⃭に対して

注意をႏ㉳，⥔持する機能であり，早ᛴな反応

をಁ進する。定఩ຠ果は」数の่⃭の中から，

特定の่⃭に対して㑅ᢥ的に注意を向ける機能

をᣦす。᭱ᚋに，実行ຠ果は注意のト࢘ࢲࣉࢵ

ࣥ的制御によって，่⃭間のࣜࣇࣥࢥクトをゎ

Ỵする機能をᣦす。これらの注意ࢵࢿト࣮࣡ク

を 定するために，注意ࢵࢿト࣮࣡クࢸスト�
�$WWHQWLRQ�1HWZRUN�7HVW��$17��が㛤発された�
�)DQ�� 0F&DQGOLVV�� 6RPPHU�� 5D]�� 	� 3RVQHU��
�����。ྛ ト࣮࣡クは異なる⬻㒊఩の機能をࢵࢿ

反ᫎしていることが I05, を用いた研究で実ド

さ れ て お り � �)DQ�� 0F&DQGOLVV�� )RVVHOOD��
)ORPEDXP��	�3RVQHU�������，$17を実᪋する

ことでそれらの⬻活動を間᥋的に検討すること

がྍ能である。�
 上グのように，$77はメタ認知的信念に基づ

く自己注目を᩿ち切る目的で㛤発された注意の

ᰂ㌾性をᣦ向する心⌮ᢏἲであるが，注意機能

に㛵わる神経機能の変໬を㉳こす認知᧯作カ⦎

であるともゝえる。一᪉で，� $77 が抑うつや

不Ᏻに対して治療ຠ果があることは示されてい

るが，メタ認知的信念のపῶに対するຠ果に㛵

しては，ᑡ数の治療事例のሗ࿌があるのࡳであ

る� �3DSDJHRUJLRX�	�:HOOV�������。さらに，$77
は注意機能のどのഃ㠃にാきかけるのか，また�
$77がᘬき㉳こす注意機能の変໬は，どのよう

にࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ感᝟やメタ認知的信念の変໬を予

 するのかというⅬの実ド的なゎ᫂は不༑ศで

ある。�
本研究は，$77の実᪋が不適応なメタ認知的

信念，及ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿࡧ感᝟のపῶにຠ果がある

かどうかを検ドすることを➨ � の目的とする。

さらに，$77 が $17 で 定される注意ࢵࢿト

࣮࣡ク機能にどのような変໬をもたらすかを᥈

⣴的に検討する一᪉，その変໬が抑うつ感，特

性不Ᏻ，不適応なメタ認知的信念のపῶにどの

ような㛵連を示すかを検討することを➨ � の目

的とする。�
᪉ ἲ 

 

��� 実験対㇟者�
早稲田大学の大学生で，実験へのཧຍ意思が

᫂示された �� ྡ� �ᖹᆒᖺ㱋 ����� ṓ，6'�  �
������を対㇟とした。$77の介入を行う $77群� �
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�男性 �ྡ，ዪ性 �ྡ��ᖹᆒᖺ㱋 �����ṓ，6'� �
������と，⤫制群� �男性 �ྡ，ዪ性 �ྡ��ᖹᆒᖺ

㱋 �����ṓ，6'� �������に᣺りศけた。ただし，

ゎᯒに㝿しては &(6�' ᚓⅬが඲⿕験者のᖹᆒ

್� �����Ⅼ��より �6'� ��6'�  � ������௨上大き

かった �ྡのデ࣮タ� ���Ⅼ，��Ⅼ��を㝖いて行

った。�
��� ᮦᩱ�
����7KH�&HQWHU�IRU�(SLGHPLRORJLF�6WXGLHV�
'HSUHVVLRQ�6FDOH��&(6�'��5DGORII��������ᓥ・

㮵野・໭ᮧ・ὸ஭��������
抑うつ症状を 定するために౑用した。㧗い

信㢗性とጇᙜ性を᭷している。過ཤ �㐌間の抑

うつ症状のฟ現頻度について，�௳ἲ ��㡯目で

ᅇ⟅をồめた。�
����6WDWH�7UDLW�$Q[LHW\�,QYHQWRU\��᪂∧ 67$,�� �
⫧田野・⚟原・ᒾ⬥・᭮我・6SLHOEHUJHU��������

特性不Ᏻをホ౯するために，᪂∧ 67$,状態・

特性不Ᏻ検ᰝのୗ఩ᑻ度である「特性不Ᏻᑻ度」

67$,�7を౑用した。㧗い信㢗性とጇᙜ性を᭷し

ている。ᬑẁの不Ᏻ状態について，�௳ἲ ��㡯

目でᅇ⟅をồめた。�
����0HWDFRJQLWLYH�4XHVWLRQQDLUH�����0&4����� �
:HOOV�	�&DUWZULJKW�+DWWRQ��������ᒣ田・㎷��
������

特に心配に㛵連するメタ認知的信念が精神障

ᐖにおいて果たすᙺ๭を 定するために㛤発さ

れたメタ認知㉁問⣬� �0&4��
&DUWZULJKW�+DWWRQ�	�:HOOV��������の▷⦰∧

を౑用した。㧗い信㢗性とጇᙜ性を᭷している。

�因Ꮚᵓ㐀であり，�௳ἲ ��㡯目でᅇ⟅をồめ

た。�
����$WWHQWLRQ�1HWZRUN�7HVW��$17��)DQ�HW�DO���
������

本ㄢ題は，࣮ࣗࣆࣥࢥタ࣮の⏬㠃の中ኸの注

どⅬの上ୗいࡎれかに࿊示される▮༳� �タ࣮ࢤ

�ト่⃭��の᪉向ࢵ �ᕥྑいࡎれか��をṇ確に，࣐

࢘スをクࣜࢵクすることで⣲早くᅇ⟅すること

がồめられる。なお，タ࣮ࢵࢤト่⃭にඛ行し

てᅗ �� �D��のいࡎれかのᙧ態でᡭがかり่⃭が

࿊示される。このうち，ᡭがかりなし᮲௳を㝖

いたすべての᮲௳で，タ࣮ࢵࢤト่⃭がいつ現

れるのかを示す時間的な᝟ሗがᥦ౪される。一

᪉，✵間ᡭがかり᮲௳においてのࡳ，タ࣮ࢵࢤ

ト่⃭がฟ現する఩置にᡭがかり่⃭が࿊示さ

れることによって，タ࣮ࢵࢤト่⃭のฟ現఩置

に㛵する✵間的᝟ሗがᥦ౪される。また，タ࣮

ト่⃭はᅗࢵࢤ �� �E��のいࡎれかのࣇラ࣮ࣥ࢝

᮲௳で࿊示される。�E��の一⮴᮲௳は，タ࣮ࢤ

ト่⃭と同じ᪉向をࢵࢤト่⃭の୧⬥にタ࣮ࢵ

向いた▮༳が � 本ࡎつ࿊示される᮲௳である。

不一⮴᮲௳では，タ࣮ࢵࢤト่⃭の୧⬥にタ࣮

ト่⃭と㏫᪉向を向いた▮༳がࢵࢤ � 本ࡎつ࿊

示される。中性᮲௳ではタ࣮ࢵࢤト่⃭に㞄᥋

して，▮༳をకわないᶓᲬがᕥྑに � 本ࡎつ࿊

示される。�
�つのヨ行のὶれを，ᅗ ���F��に⾲した。まࡎ，

��������࣑ࣜ⛊の↓࿊示ᮇ間� �'���がある。そ

のᚋ ���࣑ࣜ⛊間ᡭがかり่⃭が࿊示される。

そのᚋ，��� ࣑ࣜ⛊の↓࿊示ᮇ間をᣳࢇで，タ

ラ࣮ࣥ࢝が現れるが，⿕験者ࣇト่⃭とࢵࢤ࣮

が反応するまで，᭱大 ���� ࣑ࣜ⛊間タ࣮ࢵࢤ

ト่⃭とࣇラ࣮ࣥ࢝は࿊示され続ける。⿕験者

が反応するとすࡄにタ࣮ࢵࢤト่⃭とࣇラࣥ࢝

࣮はᾘ失し，෌ࡧ↓࿊示ᮇ間に入る。この↓࿊

示ᮇ間は，����࣑ࣜ⛊から '�の㛗さと反応時

間をᘬいた㛗さとなる。なお，反応時間はタ࣮

ラ࣮ࣥ࢝が࿊示されてから反応ࣇト่⃭とࢵࢤ

がなされるまでの㛗さである。௨上が � つのヨ

行のὶれであり，ྜィ時間は ���� ࣑ࣜ⛊とな

る。ㄢ題は，ṇㄗのࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇク௜きの ��
ヨ行をྵࢵࣟࣈ⩦⦏ࡴクと，ࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇクな

しの �� ヨ行� �� ㆙࿌่⃭᮲௳�� タ࣮ࢵࢤト఩

置��タ࣮ࢵࢤト᪉向ࣇ��ラ࣮ࣥ࢝᮲௳��反
復᮲௳��をྵࡴ実験ࢵࣟࣈク�つからᵓ成され，

本ヨ行はྜィで ���ヨ行行われる。�

にはᡥ᱈体の過活動が㛵連しているが，

'/3)&がこれを制御する機能をもつ� �6LHJOH��
6WHLQKDXHU��7KDVH��6WUHQJHU��	�&DUWHU�������。
ここから，'/3)&などに基┙をもつ注意制御

機能を強めることで感᝟制御を強めることが

ฟ᮶るという発᝿のもと，注意のカ⦎を㏻して

心⌮行動㠃のᨵၿを目ᣦす神経行動療ἲが㏆

ᖺ注目されている� �6LHJOH��*KLQDVVL��	�7KDVH��
�����。6LHJOH�HW�DO���������はうつ⑓患者に対

して஧㏻りの介入を行いそのຠ果をẚ㍑した。

一つは㏻常治療であり，もう一つは㏻常治療に

認知᧯作カ⦎� �&RJQLWLYH� &RQWURO� 7UDLQLQJ��
&&7��ここでは，$77 と࣮࣡࢟ࣥࢢメモ࣮ࣜ�
�:RUNLQJ�0HPRU\��:0��ㄢ題である定㏿⫈ぬ

連続௜ຍ検ᰝ�3DFHG�$XGLWRU\�6HULDO�$GGLWLRQ�
7DVN�� 3$6$7��を⤌ྜࡳわࡏたもの�を㏣ຍし

たものである。その結果，&&7 を行った群の

うが㏻常治療群とẚべて᭷意に大きいうつ࡯

症状のపῶが見られ，さらに &&7群 �ྡに対

して機能的᰾☢気ඹ㬆⏬像 � �IXQFWLRQDO�
PDJQHWLF� UHVRQDQFH� LPDJLQJ�� I05,��検ᰝを

行ったとこࢁ，㈇Ⲵが㧗い :0 ㄢ題時におけ

るᕥ '/3)&の活動の向上，୪ࡧにࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

่⃭に対するᡥ㢌体の活動のపୗが見られた。

このことから$77をྵめた&&7のຠ果に注意

機能及ࡧ᝟動制御に㛵わる神経基┙の変໬が

㛵୚することが示唆されたが，$77 ༢⊂のຠ

果は᫂らかになっていない。�
 ここで，注意機能の認知神経科学的なศ㢮と

して 3RVQHU� 	� 3HWHUVHQ� �������がᥦၐした �
つの注意ࢵࢿト࣮࣡ク� �ႏ㉳� �$OHUWLQJ�� ࢵࢿ

ト࣮࣡ク，定఩� �2ULHQWLQJ�ࢵࢿ�ト࣮࣡ク，実

行� �([HFXWLYH�ࢵࢿ�ト࣮࣡ク��がᣲࡆられる。

このうち，ႏ㉳ຠ果は予 される่⃭に対して

注意をႏ㉳，⥔持する機能であり，早ᛴな反応

をಁ進する。定఩ຠ果は」数の่⃭の中から，

特定の่⃭に対して㑅ᢥ的に注意を向ける機能

をᣦす。᭱ᚋに，実行ຠ果は注意のト࢘ࢲࣉࢵ

ࣥ的制御によって，่⃭間のࣜࣇࣥࢥクトをゎ

Ỵする機能をᣦす。これらの注意ࢵࢿト࣮࣡ク

を 定するために，注意ࢵࢿト࣮࣡クࢸスト�
�$WWHQWLRQ�1HWZRUN�7HVW��$17��が㛤発された�
�)DQ�� 0F&DQGOLVV�� 6RPPHU�� 5D]�� 	� 3RVQHU��
�����。ྛ ト࣮࣡クは異なる⬻㒊఩の機能をࢵࢿ

反ᫎしていることが I05, を用いた研究で実ド

さ れ て お り � �)DQ�� 0F&DQGOLVV�� )RVVHOOD��
)ORPEDXP��	�3RVQHU�������，$17を実᪋する

ことでそれらの⬻活動を間᥋的に検討すること

がྍ能である。�
 上グのように，$77はメタ認知的信念に基づ

く自己注目を᩿ち切る目的で㛤発された注意の

ᰂ㌾性をᣦ向する心⌮ᢏἲであるが，注意機能

に㛵わる神経機能の変໬を㉳こす認知᧯作カ⦎

であるともゝえる。一᪉で，� $77 が抑うつや

不Ᏻに対して治療ຠ果があることは示されてい

るが，メタ認知的信念のపῶに対するຠ果に㛵

しては，ᑡ数の治療事例のሗ࿌があるのࡳであ

る� �3DSDJHRUJLRX�	�:HOOV�������。さらに，$77
は注意機能のどのഃ㠃にാきかけるのか，また�
$77がᘬき㉳こす注意機能の変໬は，どのよう

にࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ感᝟やメタ認知的信念の変໬を予

 するのかというⅬの実ド的なゎ᫂は不༑ศで

ある。�
本研究は，$77の実᪋が不適応なメタ認知的

信念，及ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿࡧ感᝟のపῶにຠ果がある

かどうかを検ドすることを➨ � の目的とする。

さらに，$77 が $17 で 定される注意ࢵࢿト

࣮࣡ク機能にどのような変໬をもたらすかを᥈

⣴的に検討する一᪉，その変໬が抑うつ感，特

性不Ᏻ，不適応なメタ認知的信念のపῶにどの

ような㛵連を示すかを検討することを➨ � の目

的とする。�
᪉ ἲ 

 

��� 実験対㇟者�
早稲田大学の大学生で，実験へのཧຍ意思が

᫂示された �� ྡ� �ᖹᆒᖺ㱋 ����� ṓ，6'�  �
������を対㇟とした。$77の介入を行う $77群� �
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ႏ㉳ຠ果は，㆙࿌なし᮲௳のᖹᆒ反応時間�
�௨ୗ 57��から஧重㆙࿌᮲௳の 57 をᘬくこと

で⟬ฟされる。定఩ຠ果は，中ኸ㆙࿌᮲௳の 57
から✵間㆙࿌᮲௳の 57 をᘬくことで⟬ฟされ

る。実行ຠ果は，不一⮴᮲௳の 57 から一⮴᮲

௳の 57をᘬくことで⟬ฟされる。�
��� 実験ᡭ続き�
 実験は �㐌間にわたって実᪋され， 定は SUH
と SRVWのィ �ᅇ実᪋された。SUH 定では，実

験同意をᚓたᚋに0&4，&(6�'，67$,�7への

ᅇ⟅をồめ，$17 を実᪋した。このᚋ，$77
群に対しては $77 の心⌮ᩍ⫱及ࡧ $77 の⦎⩦

を行った。⤫制群は⤫制ㄢ題として㞧ㄅの㯲ㄞ

を行った。$77群は࣮࣍ム࣮࣡クとして，SRVW
 定までの �㐌間の間，ẖ日 �日 �ᅇ $77を行

った。SRVW  定では，$77 群は $77 の実᪋，

⤫制群は⤫制ㄢ題としての㞧ㄅの㯲ㄞを行った

ᚋ，୧群とも $17 の実᪋，0&4，&(6�'，

67$,�7へのᅇ⟅を行った。�
 

⤖ ᯝ 

 

���� $77実᪋日数�
$77 群のᖹᆒ $77 実᪋日数は ����� 日，ᶆ

‽೫差は ����だった。�
��� 気ศᣦᶆの検討�
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(a) CES-D 
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.59, 
p < .05)

 (F (1,23) = .07, n.s.; F (1,23) 
= .12, n.s.)

(ATT  / pre: F (1,23) 
= 1.05, n.s.; ATT  /  post: F (1,23) = 1.45, 
n.s.;  / pre: F (1,11) = 1.61, n.s.;  
/ post: F (1,12) = 3.12, n.s.)

 ( 2 = .04)  

(b) STAI-T 
 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = 1.62, 
n.s.; F (1,23) = 1.20 ,n.s.)

 (F 
(1,23) = 1.05, n.s.)

( 2 = .00)  
(c) MCQ-30 

 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 
4.68, p < .05)

 (F (1,23) = 2.89, n.s., F (1,23) 
= 2.48, n.s.)

ATT  
(F (1,11) = 6.77, p < .05)

 ( 2 = .04)   

 
(3)  
(a)  (RT) 

ANT RT  (ATT
)  (pre post) 

 (F 
(1,23) = 4.71, p < .05)

 (F (1,23) = 2.18, n.s.;  
F (1,23) = .35, n.s.)

( 2 = .01)  
(b)  

 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 10.11, p 
< .01)  
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*

* p < .05

ႏ㉳ຠ果は，㆙࿌なし᮲௳のᖹᆒ反応時間�
�௨ୗ 57��から஧重㆙࿌᮲௳の 57 をᘬくこと

で⟬ฟされる。定఩ຠ果は，中ኸ㆙࿌᮲௳の 57
から✵間㆙࿌᮲௳の 57 をᘬくことで⟬ฟされ

る。実行ຠ果は，不一⮴᮲௳の 57 から一⮴᮲

௳の 57をᘬくことで⟬ฟされる。�
��� 実験ᡭ続き�
 実験は �㐌間にわたって実᪋され， 定は SUH
と SRVWのィ �ᅇ実᪋された。SUH 定では，実

験同意をᚓたᚋに0&4，&(6�'，67$,�7への

ᅇ⟅をồめ，$17 を実᪋した。このᚋ，$77
群に対しては $77 の心⌮ᩍ⫱及ࡧ $77 の⦎⩦

を行った。⤫制群は⤫制ㄢ題として㞧ㄅの㯲ㄞ

を行った。$77群は࣮࣍ム࣮࣡クとして，SRVW
 定までの �㐌間の間，ẖ日 �日 �ᅇ $77を行

った。SRVW  定では，$77 群は $77 の実᪋，

⤫制群は⤫制ㄢ題としての㞧ㄅの㯲ㄞを行った

ᚋ，୧群とも $17 の実᪋，0&4，&(6�'，

67$,�7へのᅇ⟅を行った。�
 

⤖ ᯝ 

 

���� $77実᪋日数�
$77 群のᖹᆒ $77 実᪋日数は ����� 日，ᶆ

‽೫差は ����だった。�
��� 気ศᣦᶆの検討�
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 (F (1,23) = 
2.09, n.s.; F (1,23) = .08, n.s.)

( 2 = .00)  
(c)  

 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = .06, n.s.;  
F (1,23) = .53, n.s.)

 (F (1,23) = .23, n.s.)
 ( 2 = .00)  

(d)  
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.62, p 
< .05)

 (F (1,23) = .41, 
n.s.; F (1,23) = .18, n.s.)

 ( 2 = .00)  
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ある一᪉，特性不Ᏻのపῶにはຠ果がないこと

が示された。�
 $77を行うことでメタ認知的信念が変໬する

かは，うつ⑓患者を対㇟にしたᑡ数事例のሗ࿌

があるのࡳであったが，本研究結果より健常大

学生への�㐌間の$77介入により不適応なメタ

認知的信念が᭷意にపῶすることが示された。

能動的な注意のカ⦎を行うことにより，思考が

ᾋかࢇでいても㡢に注意を向け続けることで自

ศの思考と㊥㞳を置けるデ࢕タࢳࢵト・࣐ࣥ࢖

�スࢿルࣇࢻ �'HWDFKHG� 0LQGIXOQHVV�� '0��を
体験し，不適応なメタ認知的信念が適応的なも

のに変໬したྍ能性が考えられる。�
上グのように，$77は自己注目をపῶさࡏる

ための対処ἲとして，⮫ᗋ的に㛤発された心⌮

ᢏἲである。しかし，うつ⑓は注意機能をྖる

๓㢌ⴥ機能に障ᐖがあることや，࣮࣡࢟ࣥࢢメ

モ࣮ࣜㄢ題などに௦⾲されるような認知的カ⦎

は๓㢌๓野をྵめた注意をྖる神経ᵓ㐀や機能

に変໬を及ぼす� �%HOODFN�� ������ ことから，

$77による注意機能への介入はその基┙となる

神経機能の変໬もྜわࡏて検討することができ

ると考えられる。そのため，本研究では $17
を用いた 定を行ったが，� 㐌間の介入による

᭷意な注意ࢵࢿト࣮࣡クの変動は見られなかっ

た。�
Ọ஭・⇃野� �������の研究では �日 ��ศ，�

㐌間の࣐ࣇࢻࣥ࢖ルな࿧྾ἲカ⦎を研究༠力者

に行わࡏたが，本研究と同様注意ࢵࢿト࣮࣡ク

の変໬は認められなかった。一᪉，介入ᮇ間は

▷くとも，⇍⦎したᣦᑟ者による � 日 �� ศ �
日間� �7DQJ��0D��:DQJ��)DQ��)HQJ��/X��<X��6XL��
5RWKEDUW��)DQ��	�3RVQHU�������，ࢢル࣮ࢵࢭࣉ

によるࣥࣙࢩ � 日間� �$LQVZRUWK�� (GGHUVKDZ��
0HURQ��%DOGZLQ��	�*DUQHU��������の࣐ࢻࣥ࢖

によって，▂᝿ึ心者にࢢࣥࢽストレ࣮ࢿルࣇ

おいて実行ࢵࢿト࣮࣡クのᨵၿが認められたこ

とがሗ࿌されている。࣐ࣇࢻࣥ࢖ルࢿストレ࣮

とࢢࣥࢽ $77 は能動的に注意を᧯作するカ⦎

であるというⅬでඹ㏻しているため，$77によ

っても࣐ࣇࢻࣥ࢖ルࢿストレ࣮ࢢࣥࢽと㢮ఝの

変໬が見られることがᮇᚅされるが，介入ᮇ間

が▷かったことや，⇍㐩したᣦᑟ者がおらࡎཧ

ຍ者の $77 に対するモࢳベ࣮ࣥࣙࢩを༑ศに

㧗めることができなかったྍ能性があることな

どが，᭷意な注意ࢵࢿト࣮࣡クの変໬が見られ

なかった⌮⏤として考えられる。�
一᪉，$17の 57に㛵してศᩓศᯒを行った

とこࢁ，᭷意な஺஫作用はなかったがᑠ程度の

ຠ果㔞� �Ȱ�� � �����がᚓられた。このことから，

$77 群は SRVW ᮇにおいて反応の⣲早さを示す

傾向があったと考えられる。57が㏿くなったこ

とに㛵しては，$77群は SRVWᮇにおいてトࢵࢽ

ク� �持続的��なႏ㉳的な注意状態をㄢ題中に示

していたことが᥎ できる。トࢵࢽクな注意と

はẚ㍑的㛗時間⥔持される注意状態であり，反

復的で㛗いㄢ題を㏻して 定されることが多い� �
�1HEHV�	�%UDGH\�������。$17ではトࢵࢽクな

注意ではなく，ࢵࢪ࢖࢙ࣇク� �状態的��なႏ㉳的

注意が 定される。ࢵࢪ࢖࢙ࣇクな注意は，タ

ト่⃭のฟ現が予᝿される状ἣにおいてࢵࢤ࣮

⥔ 持 さ れ る 注 意 状 態 を ᣦ す � �0DUWHOOD��
0DQ]DQDUHV�� &DPSR\�� 5RFD�� $QWXQH]�� 	�
)XHQWHV�������。$17ではトࢵࢽクな注意を┤

᥋的には 定することはできないが，$17にお

ける඲体的な反応時間とトࢵࢽクなႏ㉳ຠ果が

┦㛵を示すことが実ドされておりトࢵࢽクな注

意を予 するために$17の඲体的な57を用い

る こ と が ྍ 能 で あ る � �5RFD�� &DVWUR��
/RSH]�5DPRQ��	�/XSLDQH]�������。$77は ��
ศ間௨上㡢่⃭に対して持続的に能動的な注意

を向け続けるカ⦎であることから，ࢵࢪ࢖࢙ࣇ

クな注意ではなくトࢵࢽクな注意にຠ果が現れ

るようになったものと考えられる。トࢵࢽクな

注意は㑅ᢥ的注意やศ๭的注意をྵࡴ㧗ḟ的な

注意機能の基┙になる � �6WDUWHU�� *LYHQV�� 	�
%UXQR�� ������が，$77 の⦎⩦によりトࢵࢽク

な注意がႏ㉳されるようになったྍ能性がある。�

 (F (1,23) = 
2.09, n.s.; F (1,23) = .08, n.s.)

( 2 = .00)  
(c)  

 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = .06, n.s.;  
F (1,23) = .53, n.s.)

 (F (1,23) = .23, n.s.)
 ( 2 = .00)  

(d)  
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.62, p 
< .05)

 (F (1,23) = .41, 
n.s.; F (1,23) = .18, n.s.)

 ( 2 = .00)  
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本研究の不༑ศなⅬとして，実験ཧຍ者数が

ᑡなかったことと，$77 の▷ᮇ的ຠ果が $17
の結果に反ᫎされたྍ能性があることがᣲࡆら

れる。➨一に，実験ཧຍ者が᭦に多ければ，ᑠ

程度ながらもຠ果㔞があった஺஫作用 � �Ȱ��

 ������に㛵して，⤫ィ的に᭷意な結果がᚓられ

たྍ能性がある。➨஧に，SRVWᮇの $77群にお

いて඲体的に 57 が㏿い傾向にあったのは，検

ᰝ๓に実᪋した $77 の▷ᮇ的ຠ果が反ᫎされ

ていただけであるྍ能性があり，௒ᚋは状態的

な $77 の▷ᮇ的ຠ果と，特性的な $77 の㛗ᮇ

的ຠ果をᘚูして 定することができる実験デ

�。で 定を実᪋するᚲ要があるࣥ࢖ࢨ
�

ཧ⪃ᩥ⊩ 

 

$LQVZRUWK�� %��� (GGHUVKDZ�� 5��� 0HURQ�� '���
%DOGZLQ��'�� 6���	�*DUQHU��0�� ��������
7KH� HIIHFW� RI� IRFXVHG� DWWHQWLRQ� DQG�
RSHQ� PRQLWRULQJ� PHGLWDWLRQ� RQ�
DWWHQWLRQ�QHWZRUN�IXQFWLRQ�LQ�KHDOWK\�
YROXQWHHUV��3V\FKLDWU\�5HVHDUFK�������
�����������

%HOODFN��$��6����������6NLOOV�WUDLQLQJ�IRU�SHRSOH�
ZLWK� VHYHUH� PHQWDO� LOOQHVV��
3V\FKLDWULF� 5HKDELOLWDWLRQ� -RXUQDO��
������������

&DUWZULJKW�+DWWRQ�� 6�� 	� :HOOV�� $�� ��������
%HOLHIV� DERXW� ZRUU\� DQG� LQWUXVLRQV��
7KH� PHWD�FRJQLWLRQV� TXHVWLRQQDLUH�
DQG�LWV�FRUUHODWHV��-RXUQDO�RI�$Q[LHW\�
'LVRUGHUV��������������

)DQ�� -��� 0F&DQGOLVV�� %�� '��� )RVVHOOD�� -���
)ORPEDXP��-��,���	�3RVQHU��0��,����������
7KH�DFWLYDWLRQ�RI�DWWHQWLRQDO�QHWZRUNV��
1HXURLPDJH���������������

)DQ��-���0F&DQGOLVV��%��'���6RPPHU��7���5D]��
$���	�3RVQHU��0��,�� ��������7HVWLQJ�WKH�
HIILFLHQF\� DQG� LQGHSHQGHQFH� RI�

DWWHQWLRQDO� QHWZRUNV�� -RXUQDO� RI�
&RJQLWLYH�1HXURVFLHQFH���������������

⫧田野┤・⚟原┾知Ꮚ・ᒾ⬥୕Ⰻ・᭮我⚈Ꮚ・

6SLHOEHUJHU�� &�� '�� �������� ᪂∧� 67$,�
状態・特性不Ᏻ検ᰝ�実ົᩍ⫱ฟ∧��

,QJUDP��5��(����������6HOI�IRFXVHG�DWWHQWLRQ�LQ�
FOLQLFDO� GLVRUGHUV�� 5HYLHZ� DQG� D�
FRQFHSWXDO� PRGHO�� 3V\FKRORJLFDO�
%XOOHWLQ����������������

0DUWHOODD��'���0DQ]DQDUHVE��6���&DPSR\F��*���
5RFDG��-���$QW~QH]E��&���	�)XHQWHVF��/��
-����������3KDVLF�DQG�WRQLF�DOHUWLQJ�LQ�
PLOG� FRJQLWLYH� LPSDLUPHQW�� $�
SUHOLPLQDU\� VWXG\�� ([SHULPHQWDO�
*HURQWRORJ\�������������

Ọ஭᐀ᚨ・⇃野ᏹ᫛� ��������▷ᮇ間の࣐ࢻࣥ࢖

࢕ࢸ࢞ࢿス࿧྾ἲが, 注意機能とࢿルࣇ

᝟動に及ぼす影響 早稲田大学人間科ࣈ

学㒊༞業ㄽᩥ 
      �1DJDL��0���.XPDQR��+����������7KH�

HIIHFW�RI�VKRUW�WHUP�PLQGIXOQHVV�
EUHDWKLQJ�RQ�DWWHQWLRQ�QHWZRUN�
IXQFWLRQV�DQG�QHJDWLYH�HPRWLRQV���

1HEHV��5��'���	�%UDG\��&��%����������3KDVLF�
DQG�WRQLF�DOHUWQHVV�LQ�$O]KHLPHU
V�
GLVHDVH��&RUWH[�������������

3DSDJHRUJLRX��&��	�:HOOV��$��� ��������(IIHFWV�
RI� DWWHQWLRQ� WUDLQLQJ� RQ�
K\SRFKRQGULDVLV�� $� EULHI� FDVH� VHULHV��
3V\FKRORJLFDO�0HGLFLQH���������������

3DSDJHRUJLRX�� &�� 	� :HOOV�� $�� ��������
7UHDWPHQW� RI� UHFXUUHQW� PDMRU�
GHSUHVVLRQ� ZLWK� DWWHQWLRQ� WUDLQLQJ��
&RJQLWLYH� DQG� %HKDYLRUDO� 3UDFWLFH�� ���
���������

3RVQHU�� 0�� ,�� 	� 3HWHUVHQ�� 6�� (�� �������� 7KH�
DWWHQWLRQ�V\VWHP�RI�WKH�KXPDQ�EUDLQ��
$QQXDO� 5HYLHZ� RI� 1HXURVFLHQFH�� ����
������
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5DGORII�� /�� 6�� �������� 7KH� &(6�'� VFDOH�� $�
VHOI�UHSRUW� VFDOH� IRU� UHVHDUFK� LQ� WKH�
JHQHUDO� SRSXODWLRQ�� $SSOLHG�
3V\FKRORJLFDO� 0HDVXUHPHQW�� ���
��������

5RFD�� -��� &DVWUR�� &��� /RSH]�5DPRQ��0�� )��� 	�
/XSLDQH]�� -�� �������� 0HDVXULQJ�
YLJLODQFH� ZKLOH� DVVHVVLQJ� WKH�
IXQFWLRQLQJ� RI� WKH� WKUHH� DWWHQWLRQDO�
QHWZRUNV�� 7KH� $17,�9LJLODQFH� WDVN��
-RXUQDO�RI�1HXURVFLHQFH�0HWKRGV�������
���������

ᓥ ᝅ・㮵野㐩男・໭ᮧಇ則・ὸ஭ᫀᘯ� �������
᪂しい抑うつ性自己ホ౯ᑻ度について

精神་学���������������
6LHJOH�� *�� -��� *KLQDVVL�� )��� 	� 7KDVH�� 0�� (�� �

��������1HXUREHKDYLRUDO�WKHUDSLHV�LQ�WKH�
��VW� FHQWXU\�� 6XPPDU\� RI� DQ� HPHUJLQJ�
ILHOG� DQG� DQ� H[WHQGHG� H[DPSOH� RI�
FRJQLWLYH�FRQWURO� WUDLQLQJ� IRU�GHSUHVVLRQ��
&RJQLWLYH� 7KHUDS\� DQG� 5HVHDUFK�� ����
���������

6LHJOH�*��-���6WHLQKDXHU��6��5���7KDVH��0��(���
6WUHQJHU��$���	�&DUWHU��&�6����������&DQ·W�
VKDNH� WKDW� IHHOLQJ�� HYHQW�UHODWHG� I05,�
DVVHVVPHQW� RI� VXVWDLQHG� DP\JGDOD�
DFWLYLW\� LQ� UHVSRQVH� WR� HPRWLRQDO�
LQIRUPDWLRQ� LQ� GHSUHVVHG� LQGLYLGXDOV��
6RFLHW\� RI� %LRORJLFDO� 3V\FKLDWU\�� ����
���������

6DUWHU��0���*LYHQV��%���	�%UXQR��-��3���������� �
7KH� FRJQLWLYH� QHXURVFLHQFH� RI�
VXVWDLQHG� DWWHQWLRQ��:KHUH� WRS�GRZQ�
PHHWV� ERWWRP�XS�� %UDLQ� 5HVHDUFK�
5HYLHZV���������������

7DQJ��<��<���0D��<��+���:DQJ��-���)DQ��<��;���
)HQJ�� 6��*��� /X��4�� /��� <X��4��� 6XL��'���

5RWKEDUW��0��.���)DQ��0���	�3RVQHU��0��,��
�������� 6KRUW�WHUP� PHGLWDWLRQ� WUDLQLQJ�
LPSURYHV� DWWHQWLRQ� DQG�
VHOI�UHJXODWLRQ��3URFHHGLQJV� RI� WKH�
1DWLRQDO� $FDGHP\� RI� 6FLHQFHV� RI� WKH�
8QLWHG� 6WDWHV� RI� $PHULFD�� �����
�������������

9DOPDJJLD��/���%RXPDQ��7��.���	�6FKXXUPDQ��
/�� �������� $WWHQWLRQ� WUDLQLQJ� ZLWK�
DXGLWRU\�KDOOXFLQDWLRQV��$�FDVH�VWXG\��
&RJQLWLYH� DQG� %HKDYLRUDO� 3UDFWLFH��
�������������

:HOOV�� $�� �������� 0HWDFRQLWLYH� WKHUDS\� IRU�
DQ[LHW\� DQG� GHSUHVVLRQ�� 1HZ� <RUN��
7KH�*XLOIRUG�3UHVV� ࢘・ࣥ࢔ࣜࢻ࢖࢚�

࢙ルࢬ，⇃野ᏹ᫛・௒஭ṇྖ・ቃ Ἠὒ�
�┘ヂ����������メタ認知療ἲ̿うつと不

Ᏻの᪂しい࣮ࢣス࣑࣮࢛ࣗࣇレ࣮ࣙࢩ

ࣥ̿�日本ホㄽ♫��
:HOOV�� $�� 	� &DUWZULJKW�+DWWRQ�� 6�� �������� $�

VKRUW� IRUP� RI� WKH� PHWDFRJQLWLRQV�
TXHVWLRQQDLUH�� 3URSHUWLHV� RI� WKH�
0&4����� %HKDYLRXU� 5HVHDUFK� DQG�
7KHUDS\���������������

:HOOV�� $��� :KLWH�� -��� 	� &DUWHU�� .�� ��������
$WWHQWLRQ�7UDLQLQJ��(IIHFWV�RQ�DQ[LHW\�
DQG�EHOLHI� LQ�SDQLF�DQG�VRFLDO�SKRELD��
&OLQLFDO� 3V\FKRORJ\� DQG�
3V\FKRWKHUDS\��������������

ᒣ田ᑦᏊ・㎷ ᖹ治㑻� な思ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ��������

考へのメタ認知及ࡧそのࣥࢥト࣮ࣟル

᪉␎����0HWDFRJQLWLRQV�4XHVWLRQQDLUH�
及ࡧ 7KRXJKW� &RQWURO� 4XHVWLRQQDLUH��
日本ㄒ∧の作成�日本心⌮学఍➨ �� ᅇ

大఍発⾲ㄽᩥ㞟������
� �

本研究の不༑ศなⅬとして，実験ཧຍ者数が

ᑡなかったことと，$77 の▷ᮇ的ຠ果が $17
の結果に反ᫎされたྍ能性があることがᣲࡆら

れる。➨一に，実験ཧຍ者が᭦に多ければ，ᑠ

程度ながらもຠ果㔞があった஺஫作用 � �Ȱ��

 ������に㛵して，⤫ィ的に᭷意な結果がᚓられ

たྍ能性がある。➨஧に，SRVWᮇの $77群にお

いて඲体的に 57 が㏿い傾向にあったのは，検

ᰝ๓に実᪋した $77 の▷ᮇ的ຠ果が反ᫎされ

ていただけであるྍ能性があり，௒ᚋは状態的

な $77 の▷ᮇ的ຠ果と，特性的な $77 の㛗ᮇ

的ຠ果をᘚูして 定することができる実験デ

�。で 定を実᪋するᚲ要があるࣥ࢖ࢨ
�

ཧ⪃ᩥ⊩ 

 

$LQVZRUWK�� %��� (GGHUVKDZ�� 5��� 0HURQ�� '���
%DOGZLQ��'�� 6���	�*DUQHU��0�� ��������
7KH� HIIHFW� RI� IRFXVHG� DWWHQWLRQ� DQG�
RSHQ� PRQLWRULQJ� PHGLWDWLRQ� RQ�
DWWHQWLRQ�QHWZRUN�IXQFWLRQ�LQ�KHDOWK\�
YROXQWHHUV��3V\FKLDWU\�5HVHDUFK�������
�����������

%HOODFN��$��6����������6NLOOV�WUDLQLQJ�IRU�SHRSOH�
ZLWK� VHYHUH� PHQWDO� LOOQHVV��
3V\FKLDWULF� 5HKDELOLWDWLRQ� -RXUQDO��
������������

&DUWZULJKW�+DWWRQ�� 6�� 	� :HOOV�� $�� ��������
%HOLHIV� DERXW� ZRUU\� DQG� LQWUXVLRQV��
7KH� PHWD�FRJQLWLRQV� TXHVWLRQQDLUH�
DQG�LWV�FRUUHODWHV��-RXUQDO�RI�$Q[LHW\�
'LVRUGHUV��������������

)DQ�� -��� 0F&DQGOLVV�� %�� '��� )RVVHOOD�� -���
)ORPEDXP��-��,���	�3RVQHU��0��,����������
7KH�DFWLYDWLRQ�RI�DWWHQWLRQDO�QHWZRUNV��
1HXURLPDJH���������������

)DQ��-���0F&DQGOLVV��%��'���6RPPHU��7���5D]��
$���	�3RVQHU��0��,�� ��������7HVWLQJ�WKH�
HIILFLHQF\� DQG� LQGHSHQGHQFH� RI�

DWWHQWLRQDO� QHWZRUNV�� -RXUQDO� RI�
&RJQLWLYH�1HXURVFLHQFH���������������

⫧田野┤・⚟原┾知Ꮚ・ᒾ⬥୕Ⰻ・᭮我⚈Ꮚ・

6SLHOEHUJHU�� &�� '�� �������� ᪂∧� 67$,�
状態・特性不Ᏻ検ᰝ�実ົᩍ⫱ฟ∧��

,QJUDP��5��(����������6HOI�IRFXVHG�DWWHQWLRQ�LQ�
FOLQLFDO� GLVRUGHUV�� 5HYLHZ� DQG� D�
FRQFHSWXDO� PRGHO�� 3V\FKRORJLFDO�
%XOOHWLQ����������������

0DUWHOODD��'���0DQ]DQDUHVE��6���&DPSR\F��*���
5RFDG��-���$QW~QH]E��&���	�)XHQWHVF��/��
-����������3KDVLF�DQG�WRQLF�DOHUWLQJ�LQ�
PLOG� FRJQLWLYH� LPSDLUPHQW�� $�
SUHOLPLQDU\� VWXG\�� ([SHULPHQWDO�
*HURQWRORJ\�������������

Ọ஭᐀ᚨ・⇃野ᏹ᫛� ��������▷ᮇ間の࣐ࢻࣥ࢖

࢕ࢸ࢞ࢿス࿧྾ἲが, 注意機能とࢿルࣇ

᝟動に及ぼす影響 早稲田大学人間科ࣈ

学㒊༞業ㄽᩥ 
      �1DJDL��0���.XPDQR��+����������7KH�

HIIHFW�RI�VKRUW�WHUP�PLQGIXOQHVV�
EUHDWKLQJ�RQ�DWWHQWLRQ�QHWZRUN�
IXQFWLRQV�DQG�QHJDWLYH�HPRWLRQV���

1HEHV��5��'���	�%UDG\��&��%����������3KDVLF�
DQG�WRQLF�DOHUWQHVV�LQ�$O]KHLPHU
V�
GLVHDVH��&RUWH[�������������

3DSDJHRUJLRX��&��	�:HOOV��$��� ��������(IIHFWV�
RI� DWWHQWLRQ� WUDLQLQJ� RQ�
K\SRFKRQGULDVLV�� $� EULHI� FDVH� VHULHV��
3V\FKRORJLFDO�0HGLFLQH���������������

3DSDJHRUJLRX�� &�� 	� :HOOV�� $�� ��������
7UHDWPHQW� RI� UHFXUUHQW� PDMRU�
GHSUHVVLRQ� ZLWK� DWWHQWLRQ� WUDLQLQJ��
&RJQLWLYH� DQG� %HKDYLRUDO� 3UDFWLFH�� ���
���������

3RVQHU�� 0�� ,�� 	� 3HWHUVHQ�� 6�� (�� �������� 7KH�
DWWHQWLRQ�V\VWHP�RI�WKH�KXPDQ�EUDLQ��
$QQXDO� 5HYLHZ� RI� 1HXURVFLHQFH�� ����
������
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7KH�HIIHFW�RI�$WWHQWLRQ�7UDLQLQJ�7HFKQLTXH�RQ�DWWHQWLRQDO�
IXQFWLRQV��PHWDFRJQLWLYH�EHOLHIV��DQG�QHJDWLYH�HPRWLRQV�

�
$\D�6$6$.,
��7RPRVXPL�+$,7$1,
��1R]RPL�720,7$
�� �
)XVDNR�.26+,.$:$

��DQG�+LURDNL�.80$12�


� �


*UDGXDWH�6FKRRO�RI�+XPDQ�6FLHQFHV��:DVHGD�8QLYHUVLW\�


)DFXOW\�RI�/HWWHUV��$UWV�DQG�6FLHQFHV��:DVHGD�8QLYHUVLW\�




)DFXOW\�RI�+XPDQ�6FLHQFHV��:DVHGD�8QLYHUVLW\�
�
�

$EVWUDFW�
�
7KH�$WWHQWLRQ�7UDLQLQJ�7HFKQLTXH� �$77�� LV�D�FOLQLFDO� LQWHUYHQWLRQ�WKDW�DLPV�WR�
HQKDQFH�DWWHQWLRQDO�FRQWURO�DQG�UHGXFH�DWWHQWLRQDO�ELDVHV��HVSHFLDOO\�VHOI�IRFXVHG�
DWWHQWLRQ��ZKLFK� LV� RIWHQ�DQ�XQGHUO\LQJ� IDFWRU� LQ�YDULRXV�SV\FKLDWULF�GLVRUGHUV��
3UHYLRXV� VWXGLHV� KDYH� GHPRQVWUDWHG� $77·V� WKHUDSHXWLF� HIIHFW� RQ� SV\FKLDWULF�
GLVRUGHUV� VXFK� DV� GHSUHVVLRQ�� EXW� LWV� HIIHFW� RQ� FRJQLWLYH� IXQFWLRQV� UHPDLQV�
XQFODULILHG�� 7KLV� VWXG\� LQYHVWLJDWHV� ZKHWKHU� $77� UHGXFHV� LQDSSURSULDWH�
PHWDFRJQLWLYH� EHOLHIV� DQG� QHJDWLYH� HPRWLRQV�� DQG� H[DPLQHV� ZKLFK� FRJQLWLYH�
IXQFWLRQ�LW�DOWHUV�E\�XVLQJ�WKH�$WWHQWLRQ�1HWZRUN�7HVW��$17���7KH�SDUWLFLSDQWV�
ZHUH�XQLYHUVLW\�VWXGHQWV��QRQ�FOLQLFDO�VDPSOHV��SUDFWLFHG�$77�RQFH�D�GD\�IRU�WZR�
ZHHNV�� 5HGXFWLRQV� LQ� GHSUHVVLRQ� DQG� LQDSSURSULDWH�PHWDFRJQLWLYH� EHOLHIV�ZHUH�
REVHUYHG�� 7KHUH� ZHUH� QR� VLJQLILFDQW� FKDQJHV� LQ� DWWHQWLRQDO� QHWZRUNV�� EXW�
GHFUHDVHG� JOREDO� UHDFWLRQ� WLPH� RQ� WKH� $17� LQGLFDWHG� WKH� SRVVLELOLW\� WKDW�
SUDFWLFLQJ�$77�PD\�VWLPXODWH�WRQLF�DOHUWQHVV��+RZHYHU��WKHVH�UHVXOWV�PLJKW�KDYH�
EHHQ�GXH�WR�WKH�VPDOO�VDPSOH�VL]H�DQG�VKRUW�WHUP�HIIHFWV�RI�$77��,Q�IXWXUH�VWXGLHV��
$77·V� HIIHFWV� VKRXOG� EH� H[DPLQHG�PRUH� SUHFLVHO\� WKURXJK� WKH� XVH� RI� LPSURYHG�
H[SHULPHQWDO�GHVLJQV��
�
.H\ZRUGV��$WWHQWLRQ�7UDLQLQJ�7HFKQLTXH��$WWHQWLRQ�1HWZRUN�7HVW��VHOI�IRFXVHG�
DWWHQWLRQ�
�
�
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